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平
成
十
八
年
第
一
回
笠
松
町

議
会
臨
時
会
が
四
月
三
日
開
催

さ
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

▽
笠
松
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
に

よ
り
、「
身
体
障
害
者
療
養
施
設
」

等
の
障
害
者
を
支
援
す
る
施
設
が
、

「
障
害
者
支
援
施
設
」
に
移
行
す

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
整

備
を
行
う
も
の
。 

 

▽
補
正
予
算 

○
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計 

　
介
護
保
険
業
務
の
執
行
場
所
を
、

本
庁
舎
か
ら
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
た
こ
と
に
伴
い
、
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
を
追
加
リ
ー
ス
す

る
こ
と
に
よ
る
介
護
保
険
特
別
会

計
繰
出
金
の
増
額
、
保
育
に
関
す

る
事
務
全
体
を
北
事
務
所
で
処
理

す
る
こ
と
に
伴
い
、
複
写
機
を
設

置
す
る
た
め
、
そ
の
保
守
点
検
委

託
料
の
増
額
及
び
町
営
緑
町
墓
地

利
用
者
の
駐
車
場
を
確
保
す
る

た
め
の
土
地
借
上
料
の
増
額
な
ど
、

総
額
三
十
五
万
七
千
円
を
増
額

補
正
す
る
も
の
。 

○
平
成
十
八
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計 

　
介
護
保
険
業
務
の
執
行
場
所
を
、

本
庁
舎
か
ら
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
た
こ
と
に
伴
い
、
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

等
を
追
加
し
て
リ
ー
ス
す
る
こ
と

に
係
る
諸
経
費
の
増
額
な
ど
、
総

額
二
十
万
七
千
円
を
増
額
補
正
す

る
も
の
。 

▽
笠
松
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
収
入
役
の
廃
止
に
伴
い
、
所
要

の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
で
、
会

計
課
を
会
計
事
務
局
に
改
め
る
も

の
。 

 

　
な
お
、
同
日
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
、
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営

委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

○
選
挙
お
よ
び
選
任
　
　
（
敬
称
略
） 

　
議
　
　
長
　
　
太
　
田
　
俊
　
彦 

　
副
　

議
　

長
　
　
伏
　
屋
　
隆
　
男 

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
安
　
田
　
敏
　
雄 

　
副
委
員
長
　
　
伊
　
藤
　
　
　
功 

　
委
　
　
員
　
　
安
　
達
　
一
　
愿 

　
　
　

〃
　

　
　
　
船
　
橋
　
義
　
明 

　
　
　

〃
　

　
　
　
尾
　
関
　
洋
　
治 

　
　
　

〃
　

　
　
　
山
　
田
　
　
　
穆 

　
　
　

〃
　

　
　
　
川
　
島
　
功
　
士 

【
民
生
建
設
常
任
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
伏
　
屋
　
隆
　
男 

　
副
委
員
長
　
　
田
　
島
　
清
　
美 

　
委
　
　
員
　
　
長
　
野
　
恒
　
美 

　
　
　

〃
　

　
　
　
太
　
田
　
俊
　
彦 

　
　
　

〃
　

　
　
　
岡
　
田
　
文
　
雄 

　
　
　

〃
　
　

　
　
山
　
川
　
壽
太
郎 

　
　
　

〃
　

　
　
　
米
　
山
　
光
　
義 

【
議
会
運
営
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
船
　
橋
　
義
　
明 

　
副
委
員
長
　
　
長
　
野
　
恒
　
美 

　
委
　
　
員
　
　
安
　
達
　
一
　
愿 

　
　
　

〃
　
　

　
　
尾
　
関
　
洋
　
治 

　
　
　

〃
　

　
　
　
安
　
田
　
敏
　
雄 

　
　
　

〃
　

　
　
　
伏
　
屋
　
隆
　
男 

【
交
通
対
策
特
別
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
山
　
田
　
　
　
穆 

　
副
委
員
長
　
　
岡
　
田
　
文
　
雄 

【
公
共
施
設
整
備
調
査
特
別
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
伊
　
藤
　
　
　
功 

　
副
委
員
長
　
　
川
　
島
　
功
　
士 

　
こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
町
議
会
議
長
の
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
感
激
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
責
務
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
力
で
誠
心
誠
意
こ
の
職
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

　
近
年
、
町
の
財
政
状
況
は
厳
し

く
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
推
進
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展

な
ど
、
多
く
の
行
政
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
、
環
境
に
配
慮
し
、
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
、
さ
ら
に
は
子
ど
も
た
ち
が
の

び
の
び
と
育
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

を
め
ざ
し
、
住
民
の
皆
様
の
理
解
の

も
と
新
し
い
笠
松
町
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
私
ど
も
に
与
え
ら
れ
た
使
命

で
あ
り
、
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
、
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
の
二
年
目
に

あ
た
る
重
要
な
年
で
あ
り
、
改
革
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
住
民
と
議

会
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

難
局
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
住
民
の
皆
様
の
英
知
を
結

集
し
、
勇
気
と
決
断
を
持
ち
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
住
民
の
立
場
に
立
ち
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
べ
く
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 


